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＜病棟連絡事項＞
・本日13：00より、メンタルケア病棟４階　千葉記念講堂にて入社式を行います。

＜東病棟入室状況＞
【入院】
・千田　悦子様～東Ｂ１号室
【ユニット移動】
・清水目　忠男様～東合併症室　→　東Ｃ５号室
・江刺家　惠子様～東Ｂ１号室　→　東合併症室
【転入】
・若沢　理子様～西Ｂ３１号室　→　東Ａ１６号室

＜患者様連絡事項＞
・土嶺　晴子様～体温38.0℃、湿性咳嗽あり。船場Dr.へ報告し、インフルエンザ・コロナウイルス抗原検査指示と、吸引指示あり。結果陰性。

・江渡　保子様～本日昼よりバルプロ酸シロップは中止。主治医より本人と家族に説明を行っている。

・千田　悦子様～下痢症状あり下剤調整の希望あり、主治医確認し調整可の指示あり。

・江刺家　惠子様～Ｂａカテーテル交換している。

・風間　教充様～措置解除となり、医療保護入院へ切り替えとなる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつ開放観察実施。他室侵入し他者の私物を弄るなどの行為あり。介入にも自制できず、時間早め開放観察終了している。自室でも奇声をあげたり、自傷行為あるが一時的。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
[bookmark: _GoBack]
・安達　貴浩様～20：00～6：00時間隔離中。他者と交流あるがトラブルとならず。不満の訴えも聞かれない。両親へ電話し、お菓子など依頼している。不機嫌さなし。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・鈴木　達也様～終日隔離中。朝食不食、昼食数口のみ摂取している。服薬拒否なし。架電要求なし。不機嫌さや不穏さなく経過されている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・菅野　勝利様～血圧高値あるが、他バイタルサイン異常無く経過。不随意運動持続、ケア時に身体を強張らせて抵抗あり。声掛けで開眼はするがすぐに傾眠している。

＜金Ｄｒ．患者様診察情報＞
・二部　定男様～臨時薬ハロペリドール錠(1)2Tから(1)4Tへ増薬となる。服薬方法については今まで通り小鉢や副食に混ぜ提供するよう指示あり。

・東野　愛様～臨時薬内容変更なし。目が痒く、痛みがあるためオロパタジン点眼液1本処方となる。

・沼山　真紀子様～臨時薬内容変更なく7日分処方となる。小青竜湯を1日2回希望しているが頓服で対応するようにとの事。採血結果が知りたいとの事で伝えている。

・風間　教充様～臨時薬内容変更なし。先日保健所職員との面談にてなぜそのような事をしたのか、を聞かれ「四六時中うるさくてイライラさせられた」と話している。診察後、母様来院され措置解除面談行う予定となる。

・中居　稔様～臨時薬内容変更なし。不眠時)デエビゴ(5)1Tから(2.5)1Tとなり、不眠時薬10回分処方となる。

＜新入院患者様情報＞
　日　　時：R5年　4月3日　11時24分
　氏　　名：千田　悦子（ちだ　えつこ）様
　生年月日：昭和43年10月2日　54歳
　病　　名：統合失調症
　性　　別：女性
　主 治 医：菅野Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟　Bユニット1号室
　
　＜経過＞
　夫、長女と3人暮らし。八戸赤十字病院へは7回の入院歴有り。現在、憂鬱感、苛々感、落ち着かなさ、昼夜逆転、疲労感等あり、夜間には、みかんを油で揚げる、全裸で外に出る、車に乗っている等の行動あるが本人は全く記憶がない状況。上記状況の為、かかりつけ医の八戸赤十字病院精神科で入院を検討したが、休床に伴い治療が出来ず、当院で入院し薬剤調整する事を勧められたとの事。本人、家族からも入院加療の希望あり。本日、加療・症状改善の為、東病棟Bユニット1号室へ任意入院の運びとなる。
